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1　麻雀との出会い
～麻雀連合（当時）に入るまで

──小林さんと麻雀との出会いについて教えてください。

　麻との出会いは，高校1年生のࠒに友達から教

えてもらったのが最ॳです。

──その際，麻雀をどのようなゲームだと捉えられましたか。

　の組み合わせと確率について，正解は分からない

中で，多分こっちが得だろうというのを導き出して選

択し続けていくゲームだという認識はすぐに持ちまし

た。現在もその認識は変わっていないですね。

──麻雀のどのような点に魅力を感じますか。

　やはり組み合わせと確率のゲームという要素に一൪

ັ力を感じます。また，組み合わせと確率を予想しな

がら，ただܭ算するだけではなくて，決断していく力

も必要になります。怖くても行かなきΌいけないし，

զຫしなきΌいけない。そういったউ負をしていると

ころも面നい要素の一つだと思います。

──ほかにもお好きな競技，勝負事はありますか。

　はスポーツもよく見ますが，数字に着目して麻

に当てはめて見ていますね。例えば，野ٿの打率は，

麻のあがり率＊1やトップ率＊2によく似ていると思い

ます。野ٿでώットを打つ確率と本当に麻でトップ

を取る確率は同じぐらいで，2割5分ぐらいですが，

1打席ࣦ敗したからといってそんなに野ٿ選手は落ち

込まないと思います。いいۮ然がىこりやすいように

最善の努力を続けるんですね。その結Ռ2割5分では

なく2割8分残せればいいなという感覚は，非常に麻

に似ていると思います。

──競技麻雀を始めたきっかけについて教えてください。

　高校を出て，東京理科大学入学と同時期にに

行き，での仕事も始めたんですけれども，勤務先

ののオーナーとళ長がプロ士の方で，その人た

ちが出られていたڝ技麻に参加させてもらうように

なりました。

──プロ雀士になろうと思われたのはなぜですか。

プロ雀士の小林剛さんは，競技麻雀において，非
科学的な考え方を用いないという立場を取られ，複
数のタイトルを獲得するなどして活躍されています。
今回は，プロ雀士を目指されたきっかけから，競技
麻雀の魅力，臨み方，技術的なことまで，幅広く伺
いました。偶然に惑わされず冷静に物事を判断する
小林さんの姿勢は，競技麻雀に限らず，人生の数々
の場面においても通じるものだと感じました。
（聞き手・構成：木村容子，味岡康子，鈴木啓太）

プロ雀士小林 剛さん
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　७ਮに麻が強くなりたいと思っていたので，プロ

士になり，プロஂ体で実施されるタイトル戦のナン

バーワンを目指すことにしました。当時の日本麻最

高位戦というプロஂ体に参加するためには，1年間

ྭ会で勉強する期間が必要でしたので，大学2年生，

のときにྭ会に参加しました。そのྭ会でࡀ19

ྑい成を残すことができ，日本麻最高位戦（当時）

というプロஂ体に入ることができました。

──その後，麻雀連合（現在の麻将連合）に移籍された

きっかけは何ですか。

　がプロ士になったࠒのプロஂ体の活動は，基

本的には，麻の強い人たちが会අを払ってリーグ戦

をやってউち負けを決めているだけ，という状況だっ

たと思います。そうした状況を変えて，ファンに支持

される麻ஂ体を作ろうということで，井出༸հプロ

が麻連合（当時）を立ち上げました。当時，は

プロ士になって1年目だったので，現実的な組織運

営などについてはよく分かっていなかったというのが

正直なところでした。ただ，麻が強いだけではなく，

点数ܭ算のྺ࢙的変ભや仕組みの成り立ちを説明で

きるなど，ファンの方に麻について聞かれたらきち

んとえられるようでなければ本当のプロとは言えな

いのではないか，という考えに共感したので，ファン

から支持される本物の職業としてのプロ士を目指し，

プロஂ体を移੶しました。

2　プロ雀士として

⑴　プロ雀士に必要なこと
──ファンから支持されるためには，具体的にどのような

ことが必要になるのでしょうか。

　ただ自分が打つだけではなくて，ファンに対して，

プロ士がどのように考えて，どういうことをしてい

るかなどを分かりやすく伝えることが必要だと思いま

す。また，打ち方を見せることに関しても，放送対ہ

において視ௌ者の見やすさに配慮するよう意識してい

ます。あとは，どこで見られてもஏずかしくないよう

生活するようになっていると思います。

──放送対局の解説のお話が出ましたが，解説をされる

際に，具体的に意識されていることはありますか。

　やはり分かりやすく伝えるのが第一で，麻をあま

り知らない方にも分かるように，難しい言༿やུޠを

なるべく使わないようにしています。全員に伝わる話

というのはすごく難しいので，どうしても高度な話に

なるときはしかたがないのですが，できるだけ難解に

ならないように意識しています。

──例えば，避けている略語として何が挙げられますか。

　最近で言うと，トイツ落とし＊3のことをトイオトと

ུす方がいますが， はུしていません。 また，

一
イーシャンテン

向ௌのことを向
シャンテン

ௌと言う方も増えています。向ௌと

いうのは，あと何手でௌ
テンパイ

＊4するかという意味で，一

向ௌ，二
リャンシャンテン

向ௌ，三
サンシャンテン

向ௌとঃ々に向ௌ数が減っていき，

あと1ຕでௌすることを一向ௌといいますが，なͥ

かその一向ௌのときだけ「一」を省ུするという不思

議なことがあるんです。「向ௌし」などの本来の正

しい言༿が使えなくなって，むしろ困っているんです。

──略語の使用の有無を判断する基準のようなものはあ

りますか。

　例えば，携帯電話のことを「携帯」とུすことが

ありますよね。「携帯」だけだと何を携帯するか分か

らないので不思議には思いますが，「携帯」のように

一般的になれば大事な「電話」の方をུしていいとも

思います。一向ௌも大事な「一」をུすというのが

不思議ではありますが，その意味での「向ௌ」が一

般的になればも使うかもしれません。今は分かりづ

らい人もいると思うので，できるだけ使わないように

しています。

──ほかに解説中に意識されていることはありますか。

　は，他人の打ち手をあまりけなさないことを心ֻ
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けていて，この人はこのہ面をこうとらえてこう切っ

た＊5のでしょう，ということを，できるだけ本人の意

思をټみ取って否定的ではなく伝えるようにしていま

す。ී段から打候補のメリット，デメリットを比較

検討しているため，自分では切らないを他人が切っ

た場合でも，その選択にࢸった理由は分かります。自

分の考えと違った場合でも，単७に否定するのではな

く，その理由の違いを説明するようにしています。

──プロ雀士として様々な活動をされる中で，一番つら

かったことと一番嬉しかったことを教えてください。

　つらかったことは，負けて落ち込むようなことはあ

まりないのですが，が21ࡀのときにॳめて決উ戦

にたまたま残ってしまって，༏উ目前からいを切

って༏উをಀしてしまったことがありました。今まで

どんな͵るい場で麻を打ってきたんだというのがば

れてしまったような1打をやってしまったと思い，さす

がに今までの麻環境なり心構えなりを1カ月ぐらい

反省して，それ以来，麻への向き合い方が変わっ

た気がしますね。خしかったこととしては，もう12年

ぐらい前ですけれども，কԦという自ஂ体のリーグ戦

のトップを3回取っているんですが，その1回目の受

は今でも印象に残っています。

──麻雀のアマチュアとプロ雀士の違いはどこにあると

思われますか。

　技量的なところだけを言えば，アマチュアの方でも

レベルの高い方がたくさんいらっしΌると思います。

その中で，アマチュアとプロ士の最大の違いは，仕

事としてやっているという意識や専家意識を持って

いるかどうかだと思います。例えば，麻൪組に出演

したときに，麻を4戦して出演料をくケースがあ

るとしたら，1打見せるごとに何ԁ分の仕事，という

ことになりますから，1つの打もૄかにできないです

よね。だからこそ，手は視ௌ者に見やすくきれいに

ฒべなければならないし，それを解説する側のときは，

本当に観ている側にָしんでもらわなきΌいけないの

で一生ݒ命話します。また，職業として，専家と

してやっているので，技量的なところだけではなく，

かくて役に立たないかもしれないような麻に関すࡉ

る知見を持っていないといけないと思っています。

⑵　技術的なこと
──麻雀の技術的な部分をお伺いしますが，小林さんは

主にどういう方針で麻雀における行動を決定されていま

すか。

　基本的には，「あがらせずにあがる」ということだ

けを考えています。人によっては役の高いいを重視

して打つ方をとる方もいらっしΌるのですが，実際

には，平ۉ打点は成に大きくは影響せず，あがり

率と放ॐ率＊6が成に直結することが分かっていま

す。あがり率が高いということは，相手が得点をす

るチャンスをつͿしているということなので，成に

直結するんです。だから，自分のあがり率を上げて，

放ॐ率を下げる。これ以外はあまり気にしていない

ですね。

──小林さんは，「ツキ」や「流れ」などの麻雀における

考え方について，明確に反対の立場をとっていることで

知られています。

　そうですね。このランダムにࠞざっているものが，

どうして「流れ」とか「ツキ」といったものに支配さ

れると思うのかがむしろ不思議です。もちろん，いい

こったことを「ついていた」と言って，悪いى然がۮ

こったことを「ついていなかった」と言うのى然がۮ

は自由ですが，あくまで過ڈのۮ然を評価している言

༿なので，ক来の行動を決める指にはならないので

はないかと思っています。ただ，20年ぐらい前までは，

麻は「ツキ」のやりとりだ，という方が本当に多か

ったですね。例えば「このๅくじചり場はよく1等が

出る」というとそこが大ࠞࡶするのと同じ現象という

か，過ڈにいいۮ然がىこった場合，別にその通りに

ならないと思っていながらも，すがっちΌう方が多い

んですね。
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──支持者が少なかった約20年前は，反発がありましたか。

　いっぱいありましたね。「ツキ」は関係ない，とい

うような広報活動をすると，「麻はそんなにബっ

らいものじΌないんだよ」とか「एいうちはそうだろ

うけどね，܅もそのうち分かるよ」みたいなことを長

年言われてきました。また，がہ面に対応して確率

はいが点数が高くなるという打をした際に「お前

は確 率の人だからあっちを切らなきΌだめだろう 」

といったޡ解をもとに批判されたこともありました。

ここ20年ぐらいは，を含めてぐらいのੈ代の人が

「ツキ」とか関係ないんだよというのを高に言うよう

になって，賛同してくれる同ੈ代以下の人は増えてき

ていると感じています。

──麻雀の上達にあたって，心掛けるべきこと，意識す

べきことがあれば教えてください。

　ී段から本当にٳまずに何がきたら何をしようと考

えておいた方がいいですね。最ॳの段階から，何がき

たらどう対応するかなど，できるだけ৭々なことを考

えてほしいと思います。「この手は三
サンショク

৭＊7にするぞ，

ཉしいのは三ᤈ
マン

と三
ピン

です」じΌなくて，「三৭にな

るかもしれないし，一
イ ッ キ ツ ウ カ ン

気通؏＊8になるかもしれない」

という，৭々な可能性を考えながらやってほしいです

ね。麻は，最ॳは৭々な可能性があり，ঃ々に現

実的なところにߜっていくものなので，最ॳからܗを

決めないで打った方がいいですね。あとは，麻は

4人でやるものなので，いつでも自分の思い通りには

ならなくて，基本的には悪いۮ然，不༇շなことが

こり続けるゲームだという認識を持った方がいいとى

思います。負けても気にしない。ಷ感力を身に付ける

ことがコツかなと思っています。

──悪い偶然によって振り込んでしまったのか，明らか

におかしい間違いで振り込んでしまったのかという違いは

ありますか。

　それを判断できればいいですね。ৼり込んでもৼり

込まなくても，結Ռにかかわらず，常に，「これ切っ

てよかったかな」，「こっちを切るべきかな」というこ

とは，しっかり考えながらやった方がいいですね。

──麻雀は自分でコントロールできないところがあるとい

うことですが，そのような割り切りが難しくて不安になっ

てしまう人にアドバイスを頂けますでしょうか。

　麻は，合のいいۮ然も合の悪いۮ然もىこ

るので，それを悲観的にも前向きにも捉えられるんで

すよね。例えば，ドラ＊9をࣺてました。次もドラでし

た。それもࣺてますよね。これを「うわ，ࣦ敗した」

と思うか，「相手にドラが行かなくてよかった」と思

ຑɼΈ߹Θͤͱ֬ͷήʔϜɻ

ͦͷཁૉʹҰ൪ັྗΛ͡ײ·͢ɻͨͩ

Δ͚ͩͰͳ͘ɼܾஅ͍ͯ͘͠ྗ͢ࢉܭ

ඞཁʹͳΓ·͢ɻා͔ͯ͘ߦͳ͖Ό

͍͚ͳ͍͠ɼզຫ͠ͳ͖Ό͍͚ͳ͍ɻ

উෛΛ͍ͯ͠Δͱ͜Ζ໘ന͍ཁૉͷ

Ұͭͩͱ͍ࢥ·͢ɻ

খྛɹ߶
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うかということだと思います。そうやって麻におけ

るۮ然をどのようにも捉えることができるのですが，

悲観的に捉えちΌう人が多いんですね。こうしておけ

ばよかったと言いたがる人は多いですが，は，基本

は単なるۮ然で，そのۮ然の結Ռを前向きに評価し

たり，後ろ向きに評価したりしてもしょうがないと思

っています。本当に，基本的に悪いۮ然がىこり続

けるものだと思っておいた方がいいですね。麻だけ

に限らず，ී段の生活においても，いいۮ然，悪い

然をいちいち気ۮこり続けるので，そのى然は常にۮ

にしてもしょうがなくて，やることは一緒です，と思

っておくことが重要ですね。

──ほかに対局の際に心掛けていることはありますか。

　はී段からきれいに理
リ ー パ イ

＊10するようにしていま

す。理は，ある程度上ڃ者になると，しなくても打

つことができるのですが，自分のためだけにすること

ではなくて，あがったときに相手にあがりܗと点数を

分かりやすく提示して，ೲ得してもらうためにするも

のなんですね。例えば，特にᤈ
マ ン ズ

あたり࢛，の二，三ࢠ

は，上下までずれていると本当に分かりづらい。この

場合（右上写真参照），他のメンツ＊11がすべてଗって

いれば，二が
ジャントウ

頭＊12で「二，ޒ」ちになりますが，

上下がぐちΌぐちΌなので，見׳れてない人はすぐに

認識できないんです。

──決勝戦などで現実的な手段では1位となることができ

なくなった，いわゆる目無しのケースで，小林さんは基本的

な対応方針を決められていますか。

　2位以下に評価の差がある場合，1位の価が一൪

大きいのは間違いないので，ある程度無理して1位を

ૂいますが，基本的にಊ々と一着ॱでもアップするよう

に打った方がいいと思います。2位以下が一緒の場合，

基本的には൪＊13があるうちは最大限得点すること

を目指せばいいと思っていますが，༏উを目指して無

するのもఘめるのも，決উ戦に出ている人の権利だ

と思っているので，現実的でなかったらఘめるかもし

れません。場合によっては，予め「私は人数合わせで

す。リーグ戦1回戦のように打ちます」とએ言するこ

＊1　あがり率…総局数に対するあがった回数の割合。
＊2　トップ率…総半荘数に対するトップ（1位）を獲得した回数の割合。
＊3　トイツ落とし…手にあるトイツ（同じ2枚の牌）を場に捨てていくこと。
＊4　聴牌…あと1枚であがることができる状態。
＊5　切る…手にある牌を場に捨てること。
＊6　放銃率…総局数に対する他の人に振り込んだ回数の割合。
＊7　三色…一般的には，三色同順というあがり役の略称。
＊8　一気通貫…あがり役のひとつ。
＊9　ドラ…持っていると高い点数を得られる重要な牌のこと。
＊10　理牌…一般的には，自分の手牌を順序良く整理して並べること。
＊11　メンツ…3枚又は4枚からなる牌の組み合わせのこと。
＊12　雀頭…アタマとなる同じ2枚の牌の組み合わせのこと。なお，基本的に，あがるための原則形態は，1雀頭4

メンツの形に1つ以上のあがり役があることである。
＊13　親番…東家（親）となる番。基本的には，あがったときの点は高く，他人に自

ツ モ

摸であがられたときに払う点も
高くなる番である。

＊14　半荘…麻雀におけるゲームの単位で，東場（4局）と南場（4局）をあわせたもののこと。

上下が揃っておらず分かりにくい例

麻
雀
用
語
の
簡
単
な
説
明
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とがあります。そうしないと相手が非常にやりづらく

なってしまいますし，むしろそうએ言した方が視ௌ者

も分かりやすく，൪組としてもྑいと思っています。

3　数学への興味など

──小林さんは中学生時代にRPGのダメージ計算式を

予想して試行された結果，だいたい同じであったとのこと

ですが，計算式を予想するなどの数学の魅力は，麻雀に

通じるものですか。

　昔からは数学が得意で，その中でもただܭ算する

ことよりも，いかに工してܭ算するかを長年ؤ張っ

てきたつもりです。食Ԙ水の問題をいかに؆単に解く

かといった，学校で教わらない数式を自分で作ってい

たこともあるので，そこは麻に通じるかもしれませ

ん。与えられた題材からܭ算するとこれが正解である

はずといったものが，おそらくこのゲームのダメージ

算や麻の正解を導く思考に共通するような気がܭ

します。

4　最後に

──今後のご活動の目標があれば教えてください。

　今後もプロ士としてやっていきたいと思っている

ので，さらにプロ士業界が大きくなって，麻に対

する昔ながらの社会的なイメージも変わっていくとྑい

と思っています。

──プロ雀士業界の在り方も変化してきているのでしょ

うか。

　プロ士業界の在り方も変化してきているように思

います。現在，プロ士業界として，大きなஂ体が

5つと，খさなஂ体がෳ数ありますが，実はぐらい

のੈ代は結構仲がྑく，お互いに協力してؤ張りま

しょうというงғ気になってはきているので，今後は

もっと一கஂ結できた方がいいと思っています。プロ

士としてこうするべきというのは，共通認識として

みんな持っていて，ネット൪組でஂ体の֞根なく取り

上げていただいているので，本当にこの機会を活かし

ていきたいと思っています。また，今，プロ士業界

をどんどん発信していかなきΌいけないので，こんな

プロ士がいる，というプラスに働く企画であれば協

力していきたいと思っています。

──将棋や囲碁のプロと並べて論じられることが多い印象

を受けますが，いかがですか。

　そうですね。そうなってくれたらありがたいなと思

っていますね，ғޟやকعのプロの方は，頭脳ゲーム

の点というイメージがありますよね。麻もそうな

ってくれるとخしいとは思っています。最近は，ネッ

ト൪組などのおかげで少しずつ麻に対する社会的な

認識がྑくなってきている気もします。また，半
ハンチャン

＊14

の合間の『大ت利』コーナーみたいなものに参加選手

がݺばれるという，麻だからこそできる企画もあり

ます。こういった؇い部分も残していければྑいとも

思います。

──楽しみですね。最後に，弁護士に対するイメージを

お聞かせください。

　弁護士の方が，麻をやっていますとಊ々と言って

くれるだけで，麻のイメージ向上につながると思っ

ていますので，それだけでも業界全体としてはありが

たいと思っています。

──当会に将棋と囲碁の同好会はありますが，麻雀はな

いので同好会も立ち上げたいですね。

　ͥひ。
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